
平成26年3月31日発行 第 270 号 平成15年7月14日第三種郵便物認可

S H O K O K A I - Y A M A N A S H I
■発行所／山梨県商工会連合会　■発行人／会長　小 林 寛 樹　■住所／〒 400-0035 甲府市飯田 2-2-1 中小企業会館 3F

■ TEL ／ (055)235-2115　■ URL ／ http://www.shokokai-yamanashi.or.jp/

２70
平成２6年 3 月

年6回1・3・5・7・9・11月
の末日発行

定価120円

会員の購読料は会費に
含んでおます。

（中央市商工会）
　トマトで街を元気にを合い言葉に青年部が復刻させたミートソース焼そば。『青
春のトマト焼そば』と名付け出店した『ご当地グルメフェア』では２千食を完売し、
その後も地元のイベントはもちろん県内外のイベントに出店しファンを増やすと
ともに、多数のメディアにも紹介されるようになった。
　そこで、この焼そばをいつでも食べられるよう認証制度を設け、市内 18 店の
飲食店の「こだわり」をもった味を認証した。
　中華料理店、蕎麦屋、居酒屋などそれぞれのお店が工夫したトマト焼そばを提
供しているので、ぜひ中央市に来て食べ歩いてください。　（提供飲食店は８Ｐに）

一、焼きそば麺にトマトソースをかけていること。
二、中央市産のトマトを使用していること。
三、中央市産のフジザクラポークを使用していること。

四、どんなに素材や製法にこだわっていても千円以下に抑えること。
五、どこか懐かしく食べると元気になる青春の味であること。

機関紙「商工会やまなし」は、地域で希望を胸に
行動する皆様を応援していきます

中央市名物『青春のトマト焼そば』ｐ	�平成２５年度臨時総会を開催

ｐ	�小規模企業基本法／

		 青年部・女性部

〜 ｐ

　　�平成２５年度商圏実態調査

ｐ	�独禁法相談ネットワーク／

		 介護保険料率の引き上げ

ｐ	�人のうごき

ｐ	�商工会なう（中央市）／

		 しあわせ調査員クチコミ情報	

『青春のトマト焼そば』のこだわり

地 域 を 元 気 に 　 商 工 会
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三
月
二
十
八
日
、
山
梨
県
商
工
会
連

合
会
の
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成

二
十
六
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
な
ど
６

議
案
全
て
が
決
定
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
小
林
寛
樹
会
長
は
、「
商
工
会

組
織
を
挙
げ
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た

小
規
模
企
業
基
本
法
が
、
今
通
常
国
会
で

の
法
案
成
立
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
法
案

成
立
後
は
小
規
模
企
業
に
し
っ
か
り
と
焦

点
を
当
て
た
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
商
工

会
が
小
規
模
企
業
や
地
域
に
対
し
、
ど
の

よ
う
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る

か
問
わ
れ
て
く
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
受
け
国
の
積
極
的
な
経

済
対
策
に
よ
り
、
数
多
く
の
補
助
事
業
が

打
ち
出
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
各
商
工

会
と
連
携
を
一
層

密
に
し
て
、
会
員

の
経
営
改
善
や
地

域
活
性
化
に
取
り

組

ん

で

行

く
。」

と
挨
拶
。

　

具
体
的
に
は
、
支
援
人
材
の
育
成
や
支

援
環
境
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
経
営

支
援
チ
ー
ム
等
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
の

経
営
課
題
の
解
決
、
消
費
税
転
嫁
対
策
を

は
じ
め
、創
業
や
事
業
承
継
の
支
援
な
ど
、

以
下
の
二
本
の
柱
を
重
点
項
目
と
し
て
事

業
展
開
し
て
い
く
。

祝辞を述べる矢島産業労働部長

　
平
成
26
年
度
事
業
計
画
を
決
定

　商工会は会員事業所の経営のサポートと商工会地域の産

業を振興することにより、地域経済の活性化に貢献する。

商工会がこうした活動を効果的に実行できるよう、商工会

の組織運営の充実を図ります。

　【主な取り組み】

　○支援人材の育成

　○県連業務の検証と改善

　○支援環境整備の推進

　○商工会への巡回訪問による支援強化

　○危機管理対策の推進

　地域の活性化に繋げるべく企業の経営維持・発展のため、

地域に密着した経済団体として他の支援機関等と連携し、

企業力向上支援を引き続き推進していきます。

　【主な取り組み】

　○経営支援チームによる経営課題解決に向けたサポート

体制の充実

　○消費税増税に対する消費税転嫁対策支援

　○創業と事業承継へ向けた支援

　○専門家派遣制度等を活用した個別企業の課題抽出と解

決に向けた具体的支援

　○各種支援施策等を活用した企業力向上支援

　○観光情報・商品情報等のデータベース化並びに情報発信支援

　○地域活性化を目指した事業展開の推進支援

【平成 26 年度　重点項目】

Ⅰ．商工会組織運営に対するサポートの徹底

Ⅱ．中小・小規模事業者の企業力向上と地域活性化支援
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昨
年
末
よ
り
行
っ
て
い
た
小
規
模
企

業
基
本
法
早
期
制
定
を
求
め
る
署
名
活

動
は
、
多
く
の
賛
同
者
の
も
と
、
わ
ず

か
２
カ
月
弱
で
目

標
を
超
え
る
全
国

１
１
０
万
人
を
突

破
し
、
こ
の
ほ
ど
、

麻
生
副
総
理
を
は

じ
め
主
要
閣
僚
に

要
望
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
要
望
を

行
っ
た
翌
日
に

は
、
安
倍
総
理
に
よ
り
、「
小
規
模
事
業
者

が
ど
ん
ど
ん
活
躍
で
き
る
環
境
を
創
る
た

め
の
基
本
法
を
制
定
し
、
小
規
模
事
業
者

支
援
に
本
腰
を
入
れ
て
乗
り
出
す
。
」

と
力
強
い
演
説
も
行
わ
れ
、
念
願
で

あ
る
基
本
法
制
定
が
、
い
よ
い
よ
加

速
す
る
形
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
商
工
会
の
活
動
を
受

け
、
平
成
二
十
五
年
度
補
正
予
算
で
、

小
規
模
事
業
者
を
重
点
的
に
支
援
す

る
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」

が
新
設
さ
れ
た
。

小
規
模
企
業
基
本
法
早
期
制
定
に
向
け
た
署
名

　県商工会女性部連合会（原田重子会長）は、10 月

に小瀬スポーツ公園で開催した ｢ 商工会まつり ｣ 女性

部コーナーバザーの売上金の一部を、1 月 24 日（金）

環境保全活動の支援を目的に財団法人 ｢ やまなし環境

財団 ｣ へ寄付。また、平成 25 年 10 月の台風 26 号に

よる大規模な土砂災害に見舞われた大島町商工会女性

部へ早期の復旧復興を願いお見舞い金を送った。

県青年部連合会

「全国大会」が開催

県女性部連合会

大島町商工会女性部へお見舞い金を！

　２月４日、５日に埼玉県内（さいたまスーパーア

リーナ・大宮ソニックシティ大ホール両会場）にお

いて、全国より5,200人を超す青年部員が一堂に会し、

「青年部全国大会」が盛大に開催された。全国６ブロッ

クの代表者による主張発表大会と大会式典として各

顕彰授与式が

行われ、これま

での青年部活

動における貢

献が高く評価

され、前都留市

商工会青年部

長の城之内豪

さんに感謝状

が授与された。

小規模事業者持続化補助金 公募中

小規模事業者が、商工会と一体となって、販路開
拓に取り組む費用の２/ ３を補助します。

◎支援内容のイメージ
　①販促用チラシの作成、配布
　②商談会、見本市への出展
　③店舗改装
　④商品パッケージ（包装）の改良
　⑤ネット販売システムの構築
　⑥移動販売、出張販売
　⑦新商品の開発　など

◎補助率
　補助対象経費の 3 分の 2 以内
　50 万円まで（雇用増加の取組は 100 万円まで）

◎受付締切
　平成２６年５月２７日（火）

　申請に関するお問合せは、お近くの商工会に
　ご連絡ください。

麻生副総理に要望する石澤全国連会長

全国集計　1,108,607 人
( 山梨県集計　 23,828 人 )

全
国
１
１
０
万
人
突
破　

山
梨
も
２
３
、０
０
０
人
超
え

全国大会フィナーレの様子

やまなし環境財団守屋理事長へ寄付金をわたす原田会長
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〜昭和町が第２位に上昇、東京が第10位に〜
　下図は各市町村における買い

物場所（構成比）の上位 10 市町

村の推移になる。

　第 1 位は旧甲府市であり、平

成 19 年より定位置を維持してい

る一方、第 2 位について、富士

吉田市から昭和町に入れ替わっ

ている。

　また、旧双葉町（第 9 位から

第 5 位（同率））、旧都留市（第

8 位から第 7 位）がそれぞれ順位を上げている一方、旧韮崎市（第 6 位から第 9 位）、旧塩山市（第 7 位から第 8 位）

が順位を落としている。

　さらに、旧竜王町がランク外となっている一方で、東京都が第 10 位に上昇している。

　購買率における大きな変動としては、旧昭和町 ＋ 4.1、旧双葉町 ＋ 1.2、旧田富町 ▲ 2.9 があげられる。

〜全般的に地元購買率が低下している〜
　下図は、各市町村における地

元購買率の上位 10 市町村の推移

になる。

　第 1 位は富士吉田市、第 2 位

は旧甲府市となっており、平成

19 年から定位置を維持してい

る。第 3 位以降においては、昭

和町（第 9 位から第 3 位）、旧塩

山市（第 5 位から第 4 位）、都留

市（第 6 位から第 5 位）、旧双葉

町（第 10 位から第 8 位）が順位を上げている一方、旧田富町（第 3 位から第 6 位）、旧石和町（第 4 位から第 7 位）、

韮崎市（第 7 位から第 9 位）、旧河口湖町（第 8 位から第 10 位）が順位を落としている。

　また、地元購買率は、旧昭和町 ＋ 10.7、旧双葉町 ＋ 2.8 を除いた市町村において、その比率は下がっており、

県内消費者の買い物場所が広域化している状況が窺える。

　尚、品目構成について、全般的に食料品（魚・肉・野菜、加工食品・乳製品、菓子・パン、酒類・飲料・米・調

味料）の地元購買率が高いこと、富士吉田市、旧甲府市、昭和町における飲食の割合が高いことなど、品目ごとに

構成比に特徴があることがわかる。

県内消費者の買物場所

地元購買率の推移

〜平成25年度商圏実態調査まとまる〜

　商工会連合会等では、昭和５３年より３年に一度、県下全域を対象として、「商圏実態（お買い物）調査」

を実施しており、今回で１３回目になる。本調査は、衣料品、食料品などの品目毎に買い物場所や利用店

舗などを調査し、消費者購買行動の実態の把握や、今後の地域商業の振興やまちづくりの推進につなげる

ための基礎資料とするために実施している。

　今号では、その調査の一部を紹介し、報告書は県庁西別館の県民情報センターで閲覧できる他、連合会

ＨＰでも公開している。

（http://www.shokokai-yamanashi.or.jp/report/jittaichosa.html）

H19 年 H22 年 H25 年 前回順位 前回増減

1 富士吉田市 77.3 富士吉田市 78.1 富士吉田市 73.6 1 → 富士吉田市 -4.5 

2 甲府市 65.0 甲府市 64.1 甲府市 63.3 2 → 甲府市 -0.8 

3 旧石和町 53.3 旧田富町 54.1 昭和町 51.5 9 ↑ 昭和町 10.7 

4 旧田富町 49.1 旧石和町 53.0 旧塩山市 49.3 5 ↑ 旧塩山市 -2.4 

5 旧塩山市 48.4 旧塩山市 51.7 都留市 48.9 6 ↑ 都留市 -1.2 

6 都留市 47.1 都留市 50.1 旧田富町 48.7 3 ↓ 旧田富町 -5.4 

7 昭和町 45.1 韮崎市 44.6 旧石和町 44.6 4 ↓ 旧石和町 -8.4 

8 旧河口湖町 40.2 旧河口湖町 41.1 旧双葉町 43.4 10 ↑ 旧双葉町 2.8 

9 旧櫛形町 37.4 昭和町 40.8 韮崎市 38.9 7 ↓ 韮崎市 -5.7 

10 韮崎市 36.9 旧双葉町 40.6 旧河口湖町 36.8 8 ↓ 旧河口湖町 -4.3 

H19 年 H22 年 H25 年 前回順位 前回増減

1 旧甲府市 21.8 旧甲府市 23.0 旧甲府市 23.0 1 → 旧甲府市 0.0 

2 富士吉田市 11.1 富士吉田市 10.2 昭和町 12.7 3 ↑ 昭和町 4.1 

3 昭和町 10.2 昭和町 8.6 富士吉田市 9.3 2 ↓ 富士吉田市 -0.9 

4 旧田富町 9.7 旧田富町 8.3 旧田富町 5.4 4 → 旧田富町 -2.9 

5 旧石和町 6.2 旧石和町 6.1 旧石和町 4.7 5 → 旧石和町 -1.4 

旧双葉町 4.7 9 ↑ 旧双葉町 1.2 

6 都留市 4.1 韮崎市 3.9 

7 旧塩山市 3.6 旧塩山市 3.8 都留市 3.8 8 ↑ 都留市 0.1 

旧櫛形町 3.6 

8 都留市 3.7 旧塩山市 3.6 7 ↓ 旧塩山市 -0.2 

9 韮崎市 3.4 旧双葉町 3.5 韮崎市 3.4 6 ↓ 韮崎市 -0.5 

10 旧竜王町 2.9 旧竜王町 3.3 東京都 3.2 12 ↑ 東京都 0.4
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〜全般的に大型店の利用が多い一方、品目ごとに特徴がある〜
　下図は、利用店舗ごとの品目別集計（抜粋）になる。

〜生鮮食料品の充実（49.8％）、日用雑貨の充実（39.2％）の需要が高い〜
　山梨県全体の「地元商店・商店街に関する要望」を集計したものになる。

　前回調査時とその比率における多少の増減はあるものの、その順位に大きい

変動はない。

　また、自由記載欄における意見として、（１）地元商店に関するものとして、①駐

車場や駐輪場、②外観や内装（設備投資の伴う）、③低価格へのニーズなど個別商

店では解決しにくい意見がある一方で、④商品やサービスの品ぞろえ、独自性、⑤

明るさ、清潔感、活気、⑥接客など個別商店において対処し得る意見も数多くある

（なかには、「賞味期限の過ぎた商品を置かないでほしい」や「接客態度の悪さ」な

どの意見もあるものの、地元商店に対する期待を込めた意見も多くある）。

　同じく、（２）地元商店街に関するのものとして、①道路整備や駐車場、②外観、③店舗構成（多業種の集積）な

どコスト負担の伴う意見がある一方で、④明るさや楽しさ、清潔感、⑤商店街ならではの独自性、⑥各種イベント

など大きなコスト負担を伴うことなく取り組める意見もある（地元商店街に期待する意見も多くある）。

利用店舗の状況

地元の商店・商店街に関する要望　〜地元商店街への期待の声〜

【 大型店 】 【 ミニスーパー・コンビニ 】 【 一般小売店 】

◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆・◆

　
商
店
街
を
と
り
ま
く
経
済
環
境
が
厳
し
さ
を

増
す
一
方
で
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
担
い

手
」
と
し
て
の
商
店
街
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　
国
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
の
維
持
・

再
生
を
目
指
し
、
商
店
街
が
実
施
す
る
地
域
住
民

の
安
心
・
安
全
を
守
る
施
設
や
設
備
の
整
備
を

支
援
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
」、
消
費
拡
大
に

向
け
た
イ
ベ
ン
ト
や
調
査
事
業
な
ど
商
店
街
の

体
質
強
化
を
支
援
す
る
「
に
ぎ
わ
い
補
助
金
」
を

用
意
し
、
商
店
街
活
動
を
応
援
し
て
い
る
。

　
平
成
25
年
度
は
身
延
町
商
工
会
、
南
部
町
商

工
会
、
山
梨
市
商
工
会
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
４
商

店
街
が
採
択
さ
れ
、
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
等
が
実
施
さ
れ
た
。

　
現
在
、
本
補
助
制
度
を
希
望
す
る
商
店
街
を

募
集
し
て
い
る
。
公
募
期
間
は
平
成
26
年
２
月

21
日（
金
）〜
８
月
15
日
（
金
）
ま
で
。
詳
し
く
は

お
近
く
の
商
工
会
に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

地
域
経
済
を
支
え
る
商
店
街
を
応
援
！

〜
商
店
街
支
援
事
業
の
ご
案
内
〜

対　象：
　消費喚起に向けたイベント 等

補助率：
　100％（定額）　（上限 1.5 億円）

【主な補助対象経費】

 ・イベントのパンフレット作成

 ・福引きの景品代

 ・商店街マップの作成

 ・ホームページの作成

 ・青年部・女性部研修の実施

 ・住民ニーズ調査の実施

 ・案内看板・のぼりの設置 など

対　象：
　地域の安心・安全を守る施設・設備

補助率：
　2/3　　（上限 1.5 億円）

【主な補助対象経費】

 ・ＬＥＤ街路灯の設置

 ・防犯カメラの設置

 ・アーケードの改修

 ・除雪機の購入

 ・宅配サービス事業用車両の購入

 ・子育て施設の整備

 ・決済システムの導入  など

にぎわい補助金まちづくり補助金

衣料品

寝具類

食料品

文化品

身の回り品

その他

飲食

75.0

88.1

80.9

82.1

84.0

84.9

86.0

80.0

80.0 85.0 90.0 95.0 100.0

衣料品

寝具類

食料品

文化品

身の回り品

その他

飲食

4.3

6.0

8.8

6.7

7.4

6.7

16.8

5.00.0 10.0 15.0 20.0

衣料品

寝具類

食料品

文化品

身の回り品

その他

飲食

0.1

0.2

0.5

4.7

0.3

0.6

2.8

5.00.0 10.0 15.0 20.0

49.8％

60.0％

50.0％

40.0％

30.0％

20.0％

10.0％

0.0％

39.2％

32.8％

24.1％ 23.6％
20.1％

15.9％ 15.7％
9.7％ 8.3％ 8.1％ 3.8％

H25年H22年

生
鮮
食
料
品
の
充
実

日
用
雑
貨
の
充
実

駐
車
場
の
整
備

共
通
商
品
券・
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
等
の
導
入

営
業
時
間
の
延
長・
営
業
日
数
の
増
加

接
客
態
度
の
向
上

楽
し
さ
の
演
出

宅
配
サ
ー
ビ
ス

　
　
移
動
販
売

福
祉
に
配
慮
し
た
取
組
み

休
息
施
設
の
設
置

環
境
を
考
え
た
取
組
み

本　　　　店 甲府市飯田２-２-１（山梨県中小企業会館）
 TEL 055-235-9700　FAX 055-232-0160
 フリーダイヤル　0120-970-260
 URL：http://cgc-yamanashi .or . jp
 E-mai l：shinpo-yamanashi@rondo.ocn.ne.jp
富士吉田支店 富士吉田市下吉田２-31-14
 TEL 0555-22-0992　FAX 0555-22-0921

出 会 い か ら 始 ま る 信 用 保 証

ご存じですか？
保証協会でも相談できるんです

・中小企業診断士、経営アドバ
イザーによる金融・経営の無
料相談を実施しています。

●経営改善
●設備投資計画
●新規開業　など

○無料相談窓口実施日（原則）
・毎月第1・第3木曜日　16時〜18時

・本　店：甲府市飯田2-2-1

・受付先：保証事務課

『経営改善計画策定支援事業』の
費用補助実施

・国では、金融支援を必要とする
中小企業・小規模事業者が、外
部支援機関（金融機関・公認会
計士・税理士・中小企業診断士
等）の助けを得て経営改善計画
を策定する場合に、費用の3分
の2を支援しています。

※当協会においても、事業者負担額
の内、2分の1を費用補助します

　（最大50万円）。

詳細については、下記 連絡または当協会 をご参照下さい。

国からの費用補助 １００万円
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協会けんぽからのお知らせ

　健康保険料率は、昨年、健康保険法等が改正されたこと

を踏まえ、準備金を取り崩すことにより据え置きますが、介

護保険保険料率は、介護給付費が年々増加していることに

伴い、本年３月分（４月納付分）より引上げをお願いせざる

を得なくなりました。

　厳しい経済状況の中ではありますが、加入者・事業主の

皆さまには、このようなご負担につきまして、何とぞご理

解をいただきますようお願い申し上げます。

平成 26 年３月分より介護保険料率が変わります

現　行
９．９４％

現　行
１．５５％

平成26年3月から
据え置き

平成26年3月から
１．７２％

健康保険料率

【山梨支部の保険料率】

※40歳から64歳までの方は、健康保険料率に介護保険料率が加わります。

介護保険料率

お問合せ先　　全国健康保険協会（協会けんぽ）山梨支部　Tel:055-220-7750

ご相談は、お近くの商工会または公正取引委員会事務総局
　　Tel：03-3581-5481（独占禁止法，下請法）
　　Tel：03-3581-3379（消費税転嫁対策特別措置法）　

　商工会及び山梨県商工会連合会で
は、独占禁止法、下請法及び消費税転
嫁対策特別措置法に関するご相談を
受け付けています。
　内容、御希望により、公正取引委員
会の窓口を紹介します。

独占禁止法相談ネットワーク
のご利用をお待ちしています。

金川
曽根
広域
農道

口
左
右

ル
ネ
ン
ト

湖
進
精

ル
ネ
ン
ト

若彦トンネル

新御坂トンネル

中央道
（大月 JCT 経由）

（若彦トンネル経由）

国道139号↔国道358号
（精進湖経由）

yamanashi

終日全面通行止
のお知らせ

国道 137 号　新御坂トンネル

規制期間

 皆さまのご理解とご協力をお願いいたします 

平成 26年 5月 26日（月）午前０時から
平成 26年 6月 30日（月）深夜 24時まで

・国道 139 号・国道 358 号（精進湖経由）

　
・中央道（大月 JCT 経由）
※1：大型車のすれちがいが困難な箇所あり

山梨県県土整備部 道路管理課　055-223-1698
山梨県峡東建設事務所　　　　 0553-20-2714

お問い合わせ :
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【
採
用
】
（
四
月
一
日
付
）

 

韮
崎
市
（
事
務
局
長
）

 
水
川　

秋
人

 

北
杜
市
（
事
務
局
長
）

 

伊
藤　

精
二

 

笛
吹
市
（
事
務
局
長
）

 

松
岡　

利
明

 

上
野
原
市
（
事
務
局
長
）

 

落
合　

康
文

 

甲
州
市
（
事
務
局
長
）

 

楠　
　

行
雄

 

南
部
町
（
事
務
局
長
）

 

望
月　
　

宝

 

富
士
川
町
（
事
務
局
長
）

 

野　

正
幸

 

北
杜
市
（
補
助
員
）

 

内
藤　

瑠
美

 

連
合
会
（
補
助
員
）

 

平
山　

恵
美

 

南
ア
ル
プ
ス
市
（
記
帳
専
任
職
員
）

 

堀
内　

可
菜

 

甲
斐
市
（
記
帳
専
任
職
員
）

 

久
保
田　

ひ
か
る

【
人
事
交
流
】
（
四
月
一
日
付
）

（
括
弧
内
は
旧
所
属
商
工
会
）

○
経
営
指
導
員

　

都
留
市 

松
野
谷
寿
隆
（
南
都
留
中
部
）

　

大
月
市 

市
川　

高
人
（
中
央
市
）

　

南
ア
ル
プ
ス
市 

坂
倉　
　

稔
（
都
留
市
）

　

北
杜
市 

桜
原　

敏
明
（
連
合
会
）

　

北
杜
市 

小
野
秀
二
郎
（
連
合
会
）

　

甲
州
市 

佐
々
木
和
範
（
連
合
会
）

　

中
央
市 

長
田　

正
和
（
甲
斐
市
）

　

身
延
町 

保
坂　

一
也
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

　

南
都
留
中
部 

桑
原　

友
彦
（
河
口
湖
）

　

河
口
湖 

天
野　

慎
二
（
大
月
市
）

　

連
合
会 

内
藤　
　

力
（
身
延
町
）

　

連
合
会 

井
出　
　

功
（
甲
州
市
）

　

連
合
会 

大
久
保
貴
章
（
北
杜
市
）

○
補
助
員 

　

韮
崎
市 

浅
川　

光
子
（
北
杜
市
）

　

南
ア
ル
プ
ス
市 
有
泉　

千
秋
（
市
川
三
郷
町
）

　

市
川
三
郷
町 
植
松
眞
砂
美
（
富
士
川
町
）

○
記
帳
専
任
職
員

　

笛
吹
市 

坂
倉　

良
子
（
市
川
三
郷
町
）

　

市
川
三
郷
町 

橘
田　

和
恵
（
笛
吹
市
）

　

富
士
川
町 

依
田
ひ
ろ
美
（
甲
斐
市
）

○
相
談
員
（
再
雇
用
）

　

山
梨
市 

深
沢　

邦
子

【
退
職
】
（
三
月
三
十
一
日
付
） 

　

韮
崎
市 

横
森　

淳
彦
（
事
務
局
長
）

　

北
杜
市 

井
出　

一
司
（
事
務
局
長
）

　

笛
吹
市 

落
合　

俊
美
（
事
務
局
長
）

　

上
野
原
市 

倉
田　

雅
文
（
事
務
局
長
）

　

甲
州
市 

萩
原　

哲
夫
（
事
務
局
長
）

　

南
部
町 

若
林　
　

誠
（
事
務
局
長
）

　

富
士
川
町 

秋
山　

茂
樹
（
事
務
局
長
）

　

北
杜
市 

野　

正
幸
（
経
営
指
導
員
）

　

笛
吹
市 

志
村　

正
道
（
経
営
指
導
員
）

　

山
梨
市 

深
沢　

邦
子
（
記
帳
専
任
職
員
）

商

工

会

人

事　

人
の
う
ご
き
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ク
チ
コ
ミ
情
報

し
あ
わ
せ
調
査
員
の

　
富
士
川
町
の
「
和
泉
文
　
矢
崎
酒
店
」
は
、
甲
斐

の
銘
酒
「
春
鶯
囀
」
を
メ
イ
ン
に
全
国
の
地
酒
を
蔵

元
よ
り
直
送
販
売
し
て
い
る
こ
だ
わ
り
の
酒
屋
で
す
。

　
店
内
に
は
、
店
主
が
選
り
す
ぐ
っ
た
今
が
旬
の
お

酒
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
す
。
ど
ち
ら
を
向
い
て
も
日

本
酒
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
！
（
飲
ん
で
み
た
く
て

喉
が
な
り
ま
す
）

　
商
品
は
、
四
季
折
々
に
顔
ぶ
れ
が
変
わ
り
、
一
年

を
通
し
て
訪
れ
る
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
末
年
始
に
は
「
樽
酒
」
の
量
り
売
り
も
あ

り
ま
す
。

　
矢
崎
酒
店
の
い
っ
ぴ
ん
は
、
春
鶯
囀
　
特
別
純
米

酒
「
鰍
澤
」。
地
元
の
米
と
水
を
使
用
し
、
す
っ
き
り

と
し
た
辛
口
。
こ
の
商
品
の
ラ
ベ
ル
は
、
地
元
を
舞

台
と
し
た
古
典
落
語
に
由
来
し
ご
縁
の
あ
っ
た
柳
家

三
三
師
匠
に
特
別
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
も
の
。
矢

崎
酒
店
だ
け
の
限
定
品
で
す
。
家
飲
み
す
る
も
よ
し
、

お
土
産
に
よ
し
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
下
さ
い
。

　「
和
泉
文
　
矢
崎
酒
店
」で
、
日
本
酒
の
い
っ
ぴ
ん
を

探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
調
査
員
Ａ
）

和
い ず ぶ ん

泉文　矢崎酒店
　住　　所：南巨摩郡富士川町鰍沢 655-19
　営業時間：８時〜２０時
　 定  休  日：不定休
　TEL&FAX：0 5 5 6 - 2 2 - 2 5 5 0

今回は
富士川町商工会の
一店逸品カタログから
お店を探しました。

〜
商
工
会
一
店
逸
品
カ
タ
ロ
グ
の
旅
〜

中央市商工会

店　舗　名 住　　所 電話番号 営業時間 定休日

酒彩 縁屋 中央市布施 2459 055-273-8882 17:30 〜 24:00 月曜日

四川菜館 中央市西花輪 3525-8 055-273-3874
平日　11:30 〜 15:00 
日祝　11:30 〜 21:00

水曜日

おいで屋 中央市西花輪 2724-1 055-273-0118 18:00 〜 24:00
日曜日 
祝祭日

そば処 甚六 中央市臼井阿原 794-2 055-273-9180
11:00 〜 14:00 
17:00 〜 21:00

木曜日

末広 中央市西新居 1-83 055-273-0696
火 - 金 11:00 〜 14:00 
　　　 17:00 〜 22:00 
土日　 11:00 〜 22:00

月曜日

とんとん飯店 中央市布施 3393-3 055-273-2977
11:30 〜 14:00 
( ディナーは予約のみ )

日曜日 
祝祭日

日本料理 三ツ橋 中央市山之神 2196-1 055-273-8777
月 - 金 11:30 〜 14:00 
　　　 17:00 〜 22:00 
土祝　 17:00 〜 22:00

日曜日

花輪食堂 中央市西花輪 3692 055-273-0843 17:30 〜 24:00 第 1･3 日曜日

湯殿館 中央市若宮 33-1 055-274-2626 10:00 〜 23:00 第 3 火曜日

道の駅とよとみ 
ふるさとカフェ シルク

中央市浅利 1010-1 055-269-3423 11:00 〜 18:00
第 3 月曜日 
年末年始

豊富・食工房ふれんどりぃ 中央市大鳥居 1619-1 055-269-2280 11:30 〜 19:30 水曜日

食事処 ふじみ 中央市井之口 130-1 055-273-5837 17:00 〜 23:00 不定休

レストラン メルヘン 中央市山之神 2183-63 055-273-7251
11:30 〜 14:30 
( ディナーは予約のみ )

日曜日 
祝祭日

いなか家 中央市布施 2459 055-273-5297 18:00 〜 24:00 不定休

玉芳 中央市山之神 2389-13 055-273-0733
11:00 〜 15:00 
17:00 〜 21:00

月曜日 
他夏冬数日

せりざわ 中央市西花輪 3486-1 055-273-5699
11:30 〜 13:30 
17:00 〜 22:00

水曜日

オギノリバーシティ 
和風レストラン 定食屋

中央市山之神 1122 055-274-5268 11:00 〜 16:00 なし

手打そば 美俊 中央市山之神 1529-2 055-273-3180
11:30 〜 13:30 
17:30 〜 21:00

月曜日 
第 3 日曜日

『青春のトマト焼そば』提供店舗

　中央市は全国でも知る人ぞ知るトマトの名産地で、県内生産量は第一位を誇り、

多品種のトマトが生産されている。

　商工会青年部では、このトマトでまちを元気にしよう、そして日本一の『トマト

のまち中央市』になるよう、平成１２年に『中央市まちづくりトマト計画』を立ち

上げ、トマトによるまちづくりに取り組んできた。

　これまで、中央市産のトマトを使ったトマトパ

イ、トマト大福などデザートの商品化、またトマ

トを使った焼きそば、コロッケなどメニューを考

案するとともに、関連グッズもトマトピアスやト

マトネックレス、青年部のユニホームでもある『と

まと魂Ｔシャツ』を製作するなど、１０年以上に

およぶ活動の中で着実に成果をあげてきた。

　今年度、青年部の有志が商工会から独立した組

織『中央市まちづく

りトマト計画』を立

ち上げた。今後はこ

のメンバーが中心と

なり、トマトによる

まちづくりに向け新

しい一歩を踏み出す。

トマトネックレス

トマトパイとトマト大福


